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☆小松 健児幹事☆ 

☆渡辺 洋一郎幹事☆ 

『司法と福祉の連携に向けた学習会』が開催されました 

 平成30年5月19日、北海道社会福祉士会十勝地区支部の全
体会を開催致しました。前半の学習会では、杉野全由会員よ
り、「原点に立ち返ろう」と題した倫理綱領と行動規範の勉
強会、清野祥子会員による「社会福祉士に求められているこ
と」と題した講演会が行われました。後半の全体会では、今
年度初めに発覚した会員の不祥事についての対応の経過及び
本件に対する地区支部の基本姿勢の報告、参加会員からの質
疑応答を行いました。また、今年度の当地区支部の委員会体 

 中札内村役場福祉課で、障害福祉と生活保護を担当して
います。趣味は登山とカラオケと、献血（２６０回）、パ
ステルアートです。特技は手話検定３級と、フードファイ
トで、昨年十勝のそば早食いは３大会すべて制しました。
広報交流を通じておおいに楽しみたいと思います。あ、そ
れと独身です（笑）よろしくお願いします。 

 

 この度、十勝地区支部の幹事をさせていただくことになりま
した、芽室町議会議員の渡辺です。私は専門学校を卒業後に社
会福祉士の資格を取得して札幌の身体障害者施設、旭川の地域
包括支援センターなどで働いてきました。3年前から縁ありま
して芽室町で現在の職についています。十勝のことはまだまだ
わからないことだらけですが、管内各地で活躍している社会福
祉士のみなさんと交流させていただきながら学んでいきたいと
思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 平成30年7月6日帯広弁護士会館にて、「司法と福祉の連携に向けた学習
会」が開催されました。当日は、釧路、北見、帯広の会場をTVで結び、弁
護士会、精神保健福祉士会、社会福祉士会の会員が参加して行われました。
弁護士会からは、刑事手続きの流れ、社会福祉士会からは各種障害者手帳制
度、保護観察所からは司法手続きと入口支援について講義が行われ、専門職
の連携による入口支援の重要性が確認されました。 

 

平成30年度道東のつどいのお知らせ 

 平成３０年９月８日（土）に道東のつどいを開催し
ます。今年は十勝開催で「お寺ヨガ＆住職による法
話」を通して対人援助職のセルフケアと「聴く」こと
について学びを深めます。ヨガはどなたでも参加でき
ますので、お気軽にご参加ください（詳細は同封の道
東のつどいの案内をご参照ください）。 

 今年度も受験生応援企画が
スタートしています！お近く
に社会福祉士の受験を考えて
いる方がいましたらぜひお声
かけください。お問い合わせ
は下記メールアドレスまで。 

 平成30年度の基礎研修Ⅰ～
Ⅲがスタートしています。講義、
グループワークなど毎回受講生
たちの熱のこもった研修会が展
開されています。 
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新役員紹介 

☆小林 信之監事☆ 

 今期から地区支部監事になった芽室町の小林建設（株）・介
護ショップはなまる代表の小林です。普段は、一級建築士・宅
地建物取引士・ファイナンシャルプランナー（CFP®）・福祉用
具プランナー等の仕事をしています。業務上、福祉の知識が必
要な場面が増えて来たことから、１０年前に社会福祉士を取得
して社会福祉士会に入会させて頂きました。 

平成30年度の支部体制については、十勝地区支部のホームページに掲載さ
れています。お問合せについては、tokachicsw@freeml.comまでお願い
致します。 

制、役員体制についても発表があり、会員の皆さまからの承認により、東村支部長
の下新たな十勝地区支部の体制が誕生しました。 

 入会後は、様々な分野の専門家から刺激を受け、勉強させて頂いております。人
と人との繋がりは常々財産だと思っています。監事という財産状況や業務執行を監
督する重要な役割なので冷静に物事を見極める判断力が必要だと思っています。今
後ともよろしくお願いします。 
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